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木次町新市地区 木次保育所及び木次幼稚園付近の安全対策について 

Ｑ３９６ 

   木次保育所及び幼稚園付近の新市中央線への歩道の設置及び拡幅を望む。 

Ａ：市道新市中央線は、現在改良中であり、これに関係する横断歩道は道路改良にあわせ設置を行います。

    新規の横断歩道設置については、公安委員会と協議を行います。（建設部） 

Ａ：歩道設置については、市としても公安委員会に働きかけます。（市長） 

Ｑ３９７：[関連質疑] 

   事故があっては遅い。幼稚園の先生方の管理責任も問われる。早急な設置をお願いしたい。 

Ａ：承知しています。歩道設置に努力します。（市長） 

 

大東町大東地区 都市計画道路赤川右岸線（通学路整備）について 

Ｑ３９８ 

   都市計画道路の説明会で赤川右岸線に歩道をつけるという説明を聞いたが、赤川右岸線は大東小学校、大

   東高校の通学路で幅員も狭く歩道もない。通学路を優先に歩道の整備をしていただきたい。 

Ａ：現在、都市計画道路の見直しを行っています。赤川右岸線は継続路線で都市計画設定をしていますが、

  すぐに整備が実施できるわけではありません。利用状況や緊急性を考慮して全体を通して道路の整備を

  進めます。（建設部） 

Ａ：道路の問題は、ご指摘のとおり、安全に通学通勤できる道路は都会に比べて恵まれていない状況にあり

  ます。安心して生活できる環境づくりのためにも道路整備を進めていかなくてはなりませんが、かなり

  の事業費がかかります。道路事業は、これまでの特定財源から一般財源に代わり非常に厳しい状況にあ

  りますが、財源確保に努め、危険な道路解消に努めていきたいと考えます。（市長） 
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大東町海潮地区 地域通貨について 

Ｑ３９９ 

   地域通貨について、現在の流通状況またどういったものをしているか伺いたい。それと１つ提案ですが現在

   発行の段階で、例えばスポーツ少年団等がやるまえの３０分間草むしりをすると、その人達に全部配ってい 

   くという様な形と利用の場所、そういったものをもっと広げて行かないと地域通過の意味が無いと思いますの

   で、よくその辺を検討して欲しいと思います。 

Ａ：地域通貨について質問を頂きました。たしか平成１７年１２月或いは１月にかけて２ヶ月間、地域通貨

  という事で住民基本台帳カードを使って活用を頂きました。内容については、それぞれ住基カードを取

  得して頂いた方にそれぞれポイントを出しまして公共施設･温泉等で活用頂きました。市外の皆さんに

  は携帯電話等でもご活用頂くというシステムにしていました。 
  試験的に行っていましたが、色々と状況等検証しましたが、最終的に地域通貨というものは運用中止し

  ています。これについては、４００人を切るくらい参加して頂いていましたが、地域通貨がまわってい

  く仕組みや方法というものが構築できなかったという事で、現在休止し、住基カードを作って参加して

  頂いた方については、その中止の事で通知を差し上げたところです。 
  それからもう１点。この取組みの中で、避難者情報システムというものを立ち上げています。これにつ

  いては、避難所へ端末をおいてそこへ住基カードを差し込んで頂くと、そこへ居られる、所在箇所が確

  認出来たり、安否情報がそこでチェックできるシステムがありますが、これについても具体的に稼動し

  た事例はありませんし、現在この避難者情報システムは稼動出来るよう対応しているという状況です。


